
平成２７年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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スポーツ振興一般事務管理事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 スポーツ振興課

会計 小事大事
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目項

10 06 02 01 01

対象

生涯スポーツ振興の指導事業を行うための事務管理事業。

経費を節減しつつ事務執行を行う。

スポーツ振興を効率的に進めるための事務管理。

主管課長金子　邦晃スポーツ活動の基盤づくり

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市民 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

平成2６年度

653,314 698,741

0.10

1,771,463

653,314 698,741 1,771,463

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

1,352,014 1,742,331 2,853,263

平成2５年度 平成2７年度

0.01

0.30 0.30

698,700 1,043,590 1,081,800

0.10 0.10

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ｂ　必要性は変わら
ない

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

効率的な事務の執行。

④今後の
改善計画

引き続き、効率的な事務の執行に努
め、スポーツ振興の業務を進める。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

効率的な事務執行を行い、事務管理費
を抑制する。

会議資料の見直しを行い、コピーの削
減をするなど、事務管理を履行した。


